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SAICMアジア太平洋地域会合の開催について 

 
１． 日程及び場所 
○ 2007年 5月 21～23日 バンコクで開催予定。 
○ なお、本会合の前後に、スウェーデン主催の化学物質管理のための制度的イン

フラストラクチャーに関するワークショップ及び米国主催の水銀問題にワー

クショップを開催予定。 
 
２． 準備体制 
○ 各国に対し、企画委員会への参加を呼びかけ済み。 
○ 現在、企画委員会は、地域フォーカルポイントである我が国、QSP管理理事会
のメンバーであるイラン及びタイのほか、韓国がメンバーとなっている。また、

NGOの国際 POPs廃絶ネットワーク（IPEN）より、企画委員会に参加したい
との申し出あり。 

○ 2007年 2月 5～9日にナイロビで開催される UNEP管理理事会の機会に関係
者が集まり、議題等に関する議論を行う予定。 

 
３．議題案 
 企画委員会において、他地域の会合議題を参考とし、以下の議題案を議論するこ

ととしている。 
 
1. 開会 
2. 組織的事項 

(a) 役員の選出 
(b) 議題の採択 
(c) 議事進行の方法 

3. 他の地域グループの活動に関するアップデート  
4. 政府間組織及び非政府組織の活動に関するアップデート 
5. アジア太平洋地域における SAICMの実施  

(a) 地域における調整メカニズム 
(i) 地域フォーカルポイントの役割 
(ii) QSP管理理事会への地域代表の役割 
(iii) 他のプロセスとの相乗効果 

(b) 国内における SAICMの実施 
(i) 国内における SAICMの実施のための初期の計画 
(ii) 国内における SAICMのためのガイダンス文書 



(iii) 国内フォーカルポイントの役割 
(c) 地域における SAICMの実施 

(i) 地域における SAICM実施のための活動（アラブ諸国等の小地域における協力
を含む） 
(ii) 地域開発銀行等の地域機関の関与 

6. クイックスタートプログラム 
(a) クイックスタートプログラム信託基金 
(b) 広義のクイックスタートプログラム 
(c) 地域におけるプロジェクトの可能性 

7. 財政的考慮 
8. 第 2回 ICCMの準備  

(a) SAICM実施に関する ICCMへの報告 
(b) SAICM世界実施計画のさらなる発展 
(c)  ICCMの議事運営規則 
(d) 科学ワークショップの可能性 
(e) 第 2回 ICCMに向けてのその他の活動 

9. SAICM事務局の設置とその財政状況 
10. 第 2回 ICCMまでの間のアジア太平洋地域会合 
11. その他の議題 
12. 会合報告の採択 
13. 閉会 
 


